
11 月 1 日は「犬の日」。犬をかわいがる日として、犬の鳴き声である「ワン、ワン、ワン」にち

なみ、社団法人ペットフード協会により 1987 年に制定されました。 

みなさんは犬を飼われていますか？現代の日本では犬と暮らすことは一般的になっていますが、

その歴史はなんと 7000 年前の縄文時代まで遡るそうです！縄文時代の遺跡から、犬の形をした土

製品や、犬を埋葬したとみられる跡が発見されています。大昔から犬は家族の一員として生きてき

たのですね。 

さて、そんな大好きな愛犬と、思わずキスをしたり、口移しで人間の食べ物をあげたりしていま

せんか？実は犬は歯周病に罹りやすい動物で、人間の歯周病菌と同一の菌が犬から検出されたとい

う報告もされています。ペットと飼い主で歯周病菌を交互に移しあっている可能性も考えられるの

です。なお、犬は「人よりも歯垢が歯石に変化するスピードが速い」、「ブラッシングが難しい」、「違

和感があっても訴えることができない」などの理由から、歯周病が重症化しやすい傾向があります。 

犬も大事な家族の一員。ペットも含めて家族全員で日頃から口腔ケアに努めましょう。 
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すみれ歯科クリニックからのお知らせ 

新宿、築地、日本橋では、 

365 日 24 時間いつでも 

Web 予約可能です。 

まずは HP より簡単登録 

できます。 

ぜひご利用ください。 



 

 

最近、自分の口臭が気になってきたり、自分の周りの人が臭っているかも…と思ったり、家族に

口臭があると指摘されたことがある方はいませんか？その臭いの原因は、歯周病かもしれません。 

★歯周病とは？ 

歯周病とは、歯ぐきに炎症を起こし、歯ぐきや歯を支える歯槽骨を溶か

していき、最終的には歯が抜け落ちてしまう恐ろしい病気です。中年以降

の日本人の 80％以上が罹っているといわれており、歯を失う原因のナンバ

ーワンです。歯周病の初期症状は「歯茎が赤く腫れた」「ブラッシングの際

に血が出た」などで、痛みもなく気付きにくいため、歯周病は「サイレント・ディジーズ（静かに

進行する病気）」という別名があります。膿が出る、歯がぐらぐらして噛むと痛むなど、本人が気

付くような症状が出てからでは、歯茎の切開手術をしたり、抜歯しなければならないほど手遅れの

場合が多くなります。そのため、年に一度は歯周病の検査を受けましょう。歯周ポケットが 4 ㎜以

上あれば歯周病です。重症化予防のため、継続して治療を受ける必要があります。 

★歯周病が原因の口臭、臭いの特徴 

歯周病が原因の口臭は、とても強烈な臭いです。歯周病が進行するほど、更

に強烈になっていきます。これは、歯周病菌は、食べかすや剥がれ落ちた口腔

内の細胞をエサにして生きており、そのエサを分解する際に、硫化水素という

卵が腐ったような臭いが発生するのに加え、歯と歯の間にできたみぞにたまる歯石(しせき)がメチ

ルメルカプタンという、玉ねぎが腐ったような臭いのガスを発生させるからです。 

歯周病が進行して、ひとたび歯周ポケットが深くなってしまうと、深い歯周ポケットに歯垢がた

まります。これは歯磨きでは落とすことができないため、口臭を取り除くことはできなくなります。 

更に歯周病が進行し、歯茎が退縮してしまって「膿」まで出てくるようになると、その膿も強烈

な臭いの元となります。絶対にイヤですよね！ 

★歯周病は予防が大切 

歯周病の予防で一番大切なのは、歯磨きです。毎日の歯磨きを丁寧にするよう心がけましょう。

しかし、歯みがきを使ってどんなに丁寧に歯を磨いてもプラークを 100％落とすことはできません。

磨き残したプラークは歯石になって、3 ヶ月ほどで病原性を増していきます。歯周病やむし歯を予

防するためには、歯科医院へ行って、歯磨きでは落とせない汚れを、歯科衛生士に専用の器械や器

具を使って徹底的に掃除してもらう必要があるのです。歯周病は、歯を失うだけでなく、動脈硬化、

高血圧、脳疾患系、糖尿病、アルツハイマー型認知症などの全身疾患の原因となる恐ろしい病気で

す。健康の為にも、3 か月に 1 度は歯科医院でお口のクリーニングを受けましょう。また、今お口

のことで気になる症状がある方は、すぐにご相談ください。 

医療法人社団 正路会 すみれ歯科クリニック 

その口臭、原因は歯周病かも！ 


